
もういいかい？ 
「近距離で一斉に大きな声で話す活動」や、「児童生徒同士が近距離で活動する

調理実習」など「感染症対策を講じてもなお感染のリスクが高い学習活動について

は、【レベル１地域（和歌山県は現在レベル１です。）】では、換気、身体的距離の確

保や手洗いなどの感染症対策を行ったうえで実施することを検討します。と、文部科

学省から示されました。検討したうえで実施しちゃっていいのかしら？と、悩んでしま

いますが、マニュアルにはそこまでしか書かれていません。体育の授業についても

「児童生徒が密集する運動」や「近距離で組み合ったり接触したりする運動」が、特

にリスクが高いと言われるだけですが、先生たちは、悩みながらも、具体的に対応し

ています。低学年の運動である鬼ごっこも、タッチをするのは避けた方がいいかな？

そうなると、できるのは、影踏みやかくれんぼだと話し合いになりました。そこで、はたと

思いつきました。今は、社会全体が息を殺してかくれんぼしている状態かなと。かくれ

ている側の私たちが「もういいかい？」と聞いてる・・・。そんな気がしてなりません。 

むごんそうじ・ここでまつ 
一昔前のワープロ仮名変換だと、由緒あるお寺の名前「無言総寺」や文化遺産

の松の木「呱々出松」（ちょっと苦しいかな？）みたいになってしまいそうな

響きですが、さて、何のことでしょう？実は、２年生のお掃除当番表に書か

れた「むごんそうじ」は、「無言で掃除をしましょう。」という努力目標です。

「ここでまつ」も、手洗い場の前にニョキニョキ生えている松の木でなく、

テープで貼られている「ここで待つ」の表示です。手洗いの順番を間隔を空

けて待つ場所を示すために廊下にたくさん貼られています。  
健康観察カードや教室の消毒など、「学校の新しい生活様式」がいろんなところに

あふれています。今はやっぱり、違和感があるけれど、そのうちこれらが当たり前と思

うようになるのかな？と考えると、少し複雑な思いになってしまいます。 

まあだだよ。 
今年は夏休みも短縮となりました。行事実施の可否も決められていません。修学

旅行は、市内全体の判断待ち。運動会は従来通りは無理でしょう。参観日や遠足も

２学期以降、形を変えてでも何かができたらいいかなと願っている次第です。誰かが

「もういいよ。」と言ってくれるわけではありません。もしかすると長い間「まあだだよ。」

の状態かも知れません。 でも、これまでの努力を無駄にしないためにも、「学校の新

しい生活様式」を子どもたちとともに頑張っていきたいと思っています。 
（校長 淵川保直） 
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